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イングランド銀⾏（BOE、英中銀）の⾦融政策委員会は3日、5対4の多数決で政策⾦利を0.25%ポイン
ト引き上げ0.5％とすることを決定（4人は0.50%ポイント利上げを主張）。また、BOEが保有する英国債
8,750億ポンドと社債200億ポンドについて満期償還⾦の再投資停⽌により残⾼削減を開始（社債は2023
年末頃までに残⾼を解消）することを決定。政策⾦利が少なくとも1%に上昇した時点で経済状況に応じ
国債の売却開始を検討することを確認。タカ派的と受け取られ、発表後に英⾦利とポンドは上昇しました。

BOEの2⽉⾦融政策報告（中心的予測）は、エネルギーと貿易財価格の上昇によりインフレ率（消費者
物価指数の前年同⽉⽐）が2⽉と3⽉には6％近くに上昇し、4⽉に約7.25%でピークに達すると予想。た
だし、その後は経済成⻑の減速や供給制約の緩和による貿易財価格の低下などにより、インフレ率は2年
後に目標の2%を少し上回る程度に低下し、3年後には目標を⼤きく下回ると予想しています。

インフレが持続する可能性がある間、BOEはタカ派姿勢を続けるでしょう。BOEは今後数カ⽉の間に⾦
融政策を緩やかに引き締めることが適切としており、追加利上げを⾏う可能性が⾼いと⾒ています。⼀方、
ECB（欧州中央銀⾏）は現状の⾦融政策を維持しました。しかし、ラガルド総裁が必要に応じて政策手段
を適宜調整する用意があるとし、年内の利上げを否定しなかったため、市場の利上げ観測が強まりユーロ
圏の⾦利とユーロが急上昇しました。マイナス⾦利が続くとみられていたドイツなどの⾦利が上昇すると、
米国などにも波及する可能性があるので今後の動向に注意する必要がありそうです。

BOEは利上げと量的引き締めを決定
ECBも年内の利上げを否定せず、欧州の⾦利が上昇
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2022年2⽉4日

BOEに追加利上げ観測、ECBに年内利上げ観測。⾦利上昇波及に注意

（出所）リフィニティブより⼤和アセット作成

BOE政策⾦利と英国⻑期⾦利

（出所）リフィニティブより⼤和アセット作成

ECB中銀預⾦⾦利とドイツ⻑期⾦利
(%)(%) （2019年1⽉初〜2022年2⽉3日） （2019年1⽉初〜2022年2⽉3日）
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